青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年12月4日　　　担当：清水

	利　用　者
	氏　名　　　鈴木　励治　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和28年3月13日生（53歳）

	
	〒　　　　住　所　八戸市市川町轟木４９－１　　　　電話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	昭和５４年頃
	罹 患 期 間
	約２７年　

	
	入院回数
	　　１回
	延べ入院年数
	４ヶ月

	医療機関
	　八戸赤十字病院（　主治医　渡辺Dr.　）
	外来受診日
	月曜日（４週　1　回）

	医療区分
	　国保　本人
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	障害厚生年金２級　月額１５万円

	障害程度区分
	未審査

	日中活動の場
	～H18.10（社会適応訓練事業　協和医療器）　H18.12～　（パンションリヴィエラ：実習中）

	住まいの場
	単身アパート生活

	 入所年月日
	H　　年　　月　　日
	身長
	155ｃｍ
	体重
	56kg

	最終学歴
	　三沢高等学校卒業（成績中位）
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	溶接工

1． 昭和４６年～４８年　　　石川島播磨重工業（神奈川県横浜）

2． 昭和４９年～５９年　　　角弘スチール加工センター（青森県下田町）

3． 昭和５９年～平成６年　　安ヶ平鉄工（青森県八戸市）

4． 平成　７年～１０年　　　協和工業（青森県下田町）

　＊角弘スチール加工センターで仕事をしていた時に上十三地区半自動溶接の部で準優勝し、東北六県の大会にも出場した事がある。

	保　護　者
	氏　名　　三上　美穂子　　様　　　　　　　　　続柄　妹　　　

	長期目標

一般就労したいと考えているが、体力の面での向上と仕事を中心とした生活リズムの確立を目指す。

　仕事に熱中すると通院・服薬を中断してしまう為、仕事と病状のセルフコントロールできるようになりたい。

	経過

　昭和５４年　５月２８日　　　　　　　　外来　日赤病院（１回目　初診）

　昭和６１年　６月　７日～　６月２１日　外来　日赤病院

　平成　９年　２月２０日～　５月２８日　外来　日赤病院

　平成１０年　２月　　　～　５月　　　　外来　日赤病院

　平成１４年　８月３０日～　　　　　　　外来　百石病院（火傷の為）

　平成１４年　９月１２日～　　　　　　　入院　日赤病院

	生活歴

昭和２８年同胞２名の第１子として出生。小学校、中学校、高校と成績は中位であり、高校時代は柔道部に在籍し、県内でベスト８まで進む。特に目立つ生徒ではなかった。高校卒業を控え、父は進学をさせたかったようだが、横浜のＩＨＩに就職を決め２年働き、将来は両親の面倒をみなければいけない、と考え昭和４７年に帰八する。昭和４９年（本人22歳頃）仕事からの帰宅途中、死亡事故を起こし強いショックを受ける。昭和５４年3月新入社員を受け持つが「自分にないものをもっている。」と感じ、不安・イライラ感が出現。「寝ると死ぬのではないか」と幻聴様発言が聞かれる。同年５月２８日日赤病院外来受診（1回目受診、精神分裂病）。昭和６１年６月７日～６月２１日、平成９年２月２０日～５月２８日、平成１０年２月～５月と親戚から「様子がおかしい」と受診を勧められ通院を行なうも病識はなく「仕事をしていれば幻聴が気に入らない」「薬に頼っていれば駄目になる」と、通院・服薬ともに中断する。

　平成１０年母親が亡くなった後は、母親の保険金と自分の貯金で生活を送っているが、知人に騙され金銭を盗られたり、車等に保険金を使い込んでいる。この頃より幻聴・自閉・反応の鈍さ・自発性の欠如等が出現する。

平成１４年８月３０日自宅で揚げ物をし、火傷を負い百石病院を受診するが火傷の治療が続かない為八戸市内に住む妹が心配し、八戸市障害福祉課職員・警察官とともに実家へ訪れたところ本人の衰弱が著しかった為日赤病院を受診。平成１４年９月１２日入院となる。

	

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　　保証人は、三上美穂子氏（妹）であり、月１回のペースで面会に来ており協力的である。

本人の就労したい、と言う希望にハローワークで妹が働いている事もあり週１回の求人票など様々な情報を提供してくれる。


青明舎　支援項目

平成　18　年　12月 4 日　（月）

	氏　名
	鈴木　励治　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和28年3月13日（ 53歳）


	支援内容
	支援方法

	①安定した日常生活への支援
	訪問による定期的な見守り

· 服薬の確認

· 金銭管理の助言、見守り

· 生活状況の確認



	②日中活動支援


	職場実習での作業状況の確認

職務遂行力の向上にかかわるジョブコーチ的支援

職場環境の調整

事業主に対しての精神障害者理解に係る助言




	これまでの経過（最終評価日　H　18　年　12　月　4　日）

	“再発せず、少しでも収入を得ながら一人暮らしを送る事”を目的に平成15年1月青山荘へ入所。青山荘ではケアマネジメントを用い支援計画を作成。「日中の活動の場の確保」「余暇活用」「緊急時の対応」「病状悪化時の対応」に力点を置き支援を行った。

　就労に対するニーズが高く、入所6ヶ月目には社会適応訓練を利用。保健所・事業所と連携し、現在は週5日（月～金）利用。「体力をつけたい」と話し、毎日片道30分かけて歩いて事業所へ通勤した。

　余暇活用に関しては、入所前自閉傾向にあった経緯から声かけを頻繁に行い、行事・各プログラムへの参加を促した。荘内の自主活動（自治会）ではリーダーを務め、荘内行事等を他入所者と協力して企画・実施した。

　緊急時・病状悪化時の対応は、面接やグループ学習を通して「自分の症状」「服薬の必要性」についての理解を深めた。当初困った事に対して自分で抱え込んでしまい、表現できずにいたが、入所期間中で少しずつだが緩和されていった。

本人・家族・関係機関でケア会議を実施。退所後も継続した支援が必要な事を参加者で確認。平成18年3月1日青山荘退所。

退所後、訪問では特に忘薬もなく生活の乱れもない。社会適応訓練事業にも休まずに通う。訓練、買い物、入浴、洗濯サービスを受ける以外は家で寝て過ごす。

社会適応訓練事業での様子

　協和医療器で３年間倉庫管理を行う。

訓練開始当初、仕事については職場で、挨拶や返事を行なう事は「返事は上の立場の人が行なうものだからしなくていい」「分からないことがあったら返事はしない。」と話す。

返事の必要性や仕事での人間関係について社会適応訓練では挨拶、返事などについてはある程度改善された。

Ｈ１８．１０月で訓練終了後は、パンションリヴィエラでのパートを希望し、現在週５日２時間の職場実習中である。

パンションリヴィエラについて

知的障害者の職親協力事業所、精神障害者社会適応訓練事業の協力事業所として登録している。

従業員　６人

３～６階までの館内の一般清掃

現在知的障害者をパート雇用中


プラン計画者　氏名：清水　博己




























本人








